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序

　本県には、これまでに発見された約4,900か所の遺跡をはじめとして、

先人の遺産である埋蔵文化財が豊富に残されています。これらの埋蔵文

化財は、地域の歴史や伝統を理解し、未来を展望した彩り豊かな文化を

創造していくうえで、欠くことのできないものであります。

　一方、県内道路網や農業基盤の整備など、豊かで快適な生活を築くた

めの地域開発が大規模に行われ、埋蔵文化財保護との調和を図ることが

急務となっております。遺跡分布調査と遺跡確認調査はそのための基礎

資料となるものです。

　本報告書は、平成21年度に国庫補助事業として実施した、国道のバイ

パス建設事業・災害復旧助成事業・農業水利事業などに係る遺跡分布調

査と遺跡確認調査の結果をまとめたものです。

　報告書をまとめるにあたり、調査に協力いただきました関係各機関に

感謝申し上げるとともに、今後とも埋蔵文化財の保護につきまして御理

解と御協力をいただけますようお願い申し上げます。

  

　　平成22年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋田県教育委員会

教育長　根　岸　　均　



例　言

１ 　本報告書は、平成21年度に秋田県教育委員会が国庫補助金を得て実施した、遺跡分布調査と遺跡

確認調査の報告書である。なお、本書収録の報告は平成21年４月から12月までの実施分であり、平

成22年１月以降の実施分については来年度に報告する予定である。また、平成21年１月から３月に

実施した遺跡分布調査の結果報告を平成20年度補足分として掲載した。

２ 　本報告書に収録の遺跡分布調査、確認調査は、秋田県教育庁生涯学習課文化財保護室、秋田県埋

蔵文化財センターの職員が担当した。報告は、遺跡分布調査については秋田県教育庁生涯学習課文

化財保護室が、遺跡確認調査については各調査担当者がそれぞれ作成したものを秋田県埋蔵文化財

センターが編集した。

３ 　本報告書に掲載した地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の1/25,000地形図、1/50,000

地形図（承認番号　平21東複、第140号）並びに国土交通省が作成した平面図を複製した。なお、

第３章第１節の地形図には方位記号を付けていないが、全て真上が世界測地系座標北を示している。

25,000分の１地形図

　「真名子（15頁）昭和62年４月30日発行」、「大館（14頁）平成15年２月１日発行」、「鷹巣東部

（７頁）平成14年５月１日発行」、「阿仁前田（15頁）平成15年１月１日発行」、「秋田西部（７頁）

平成18年12月１日発行」、「羽川（８頁）平成18年12月１日発行」、「羽後和田（51頁）平成19年２月

１日発行」、「角館（10・69頁）平成19年８月１日発行」、「刈和野東部（11・16頁）平成19年11月１

日発行」、「刈和野（12・13・57頁）平成19年８月１日発行」、「大曲（10頁）平成12年９月１日発

行」、「六郷（10頁）平成12年11月１日発行」、「角間川（13頁）平成12年11月１日発行」、「平沢

（８・９・18・24・30・35・41・46頁）平成15年３月１日発行」、「浅舞（６頁）平成15年５月１日

発行」、「矢島（14頁）平成15年１月１日発行」、「湯沢（12頁）平成15年１月１日発行」、「横堀

（11・63頁）平成14年10月１日発行」、「小安温泉（11頁）平成14年６月１日発行」

50,000分の１地形図

　「浅舞（16頁）平成12年１月１日発行」、「横手（16頁）平成12年１月１日発行」
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第１章　はじめに

　国庫補助を得て実施した遺跡詳細分布調査のうち、平成21年１～３月に実施した平成20年度の補足

分は、阿仁川河川改修事業、野崎十文字線建設事業（林崎地区）、一般国道７号象潟仁賀保道路建設

事業（白雪川～金浦ＩＣ区間）に係る遺跡分布調査３件である。平成21年４～12月には、一般国道７

号鷹巣大館道路建設事業、一般国道７号象潟仁賀保道路建設事業、一般国道７号仁賀保本荘道路建設

事業、一般国道７号秋田南バイパス建設事業、一般国道７号下浜バイパス建設事業、一般国道13号院

内道路建設事業、一般国道13号大曲防災除雪ステーション建設事業、一般国道13号神宮寺バイパス建

設事業、国道46号角館バイパス建設事業、成瀬ダム建設事業、国道県道改築事業、消流雪用水導入事

業、一般雄物川上流堤防整備事業、災害復旧助成事業、秋田地方検察庁大館支部・区検察庁EV増築

工事、林道米代線建設事業、新規工業団地整備事業、平鹿平野（第一・二期）農業水利事業等に係る

遺跡分布調査19件と、一般国道７号象潟仁賀保道路建設事業、一般国道13号河辺拡幅事業、一般国道

13号神宮寺バイパス建設事業、一般国道13号院内道路建設事業、国道46号角館バイパス建設事業に係

る遺跡確認調査10件である。これらの調査はすでに策定してある調査要項に基づいて、秋田県教育庁

生涯学習課文化財保護室職員、秋田県埋蔵文化財センター職員が、地元教育委員会の協力を得て、平

成21年１月から平成21年12月にかけて実施したものである。

第２章　実施要項

　　第１節　遺跡分布調査

１　調査の目的

　開発予定地内を踏査・試掘して遺跡の有無を確認し、遺跡の保護策を講ずる。

２　調査の方法

（１）計画地域の範囲内で遺物の表面採集及び試掘調査を実施して遺跡の所在を確認するととも

に、遺跡の性格についても把握する。

（２）確認された遺跡は地図に記入し、位置を記録する。

（３）遺跡の状況、遠景を写真撮影し、遺跡の概要も記録する。

３　事業主体者

　　秋田県教育委員会

４　調査担当者

  　  秋田県教育庁生涯学習課文化財保護室　副 主 幹　　菊池　晋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学 芸 主 事　　磯村　亨　五十嵐一治（～Ｈ21.３まで）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文 化 財 主 任　　村上義直（～Ｈ21.３まで）　宇田川浩一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤朋夏　新海和広
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第２章　実施要項

※調査に当たっては以下の各教育委員会の方々に御協力いただいた。

　市川信英（藤里町）、金道博・齋藤一樹・土田秀喜（にかほ市）、佐藤人志・佐々木幸美・

　畠山豊加寿（仙北市）、星宮聡仁（大仙市）

５　調査対象地域及び事業名

※平成20年度補足文（平成21年１月～３月）

№ 事業者 事　　業　　名 事業地 調査期間
調査
内容

調査結果

1
建 設
交 通 部

地方道路整備臨時交付金事業一般県道
野崎十文字線建設事業　林崎地区

横手市 ３月６日 試掘
遺構・遺物等は確認でき
なかった。

2
建 設
交 通 部

河川災害復旧助成事業　阿仁川 北秋田市 ２月５日 試掘
遺構・遺物等は確認でき
なかった。

3
国 土
交 通 省

一般国道７号象潟仁賀保道路建設事業 にかほ市 ３月30日 踏査
遺構・遺物等は確認でき
なかった。

※平成21年度分（平成21年４月～12月） 

№ 事業者 事　　業　　名 事業地 調査期間
調査
内容

調査結果

1
国 土
交 通 省

一般国道７号鷹巣大館道路建設事業 北秋田市
４月22日、８月27日、
11月９～11・16～19日、
12月７日

試掘
事業地内で新発見の遺跡
２か所を確認。

2
国 土
交 通 省

一般国道７号秋田南バイパス建設事業 秋田市 ６月26日、11月26日
　踏査、
試掘

事業地内で遺跡は確認さ
れなかった。

3
国 土
交 通 省

一般国道７号下浜バイパス建設事業 秋田市
６月26日、11月16・30日、
12月１日

　踏査、
試掘

事業地内で遺跡は確認さ
れなかった。

4
国 土
交 通 省

一般国道７号仁賀保本荘道路建設事業 にかほ市 ５月12日 試掘
事業地内で新発見の遺跡
１か所を確認した。

5
国 土
交 通 省

一般国道７号象潟仁賀保道路建設事業 にかほ市
４月14･21･28日、
５月12･15･27日

試掘
事業地内で新発見の遺跡
１か所を確認した。

6
国 土
交 通 省

国道46号角館バイパス建設事業 仙北市 11月11日 試掘
事業地内で遺跡は確認さ
れなかった。

7
国 土
交 通 省

一般国道13号大曲防災除雪ステーショ
ン建設事業

大仙市
７月16日、
７月11・14日

試掘
事業地内で遺跡は確認さ
れなかった。

8
国 土
交 通 省

一般国道13号神宮寺バイパス建設事業 大仙市 ４月23・28・30日 試掘
事業地内で新発見の遺跡
１か所を確認した。

9
国 土
交 通 省

一般国道13号院内道路建設事業 湯沢市 ７月２日、10月26日 試掘
事業地内で遺跡は確認さ
れなかった。

10
国 土
交 通 省

成瀬ダム建設事業 東成瀬村
６月４・５日、
10月21・22日

　踏査、
試掘

事業地内で遺跡は確認さ
れなかった。

11
国 土
交 通 省

消流雪用水導入事業　松沢川地区 湯沢市 ９月14日 試掘
事業地内で遺跡は確認さ
れなかった。

12
国 土
交 通 省

一般雄物川上流寺館大巻地区堤防整備
事業

大仙市 ７月14日、11月16日
　踏査、
試掘

事業地内で遺跡は確認さ
れなかった。

13
国 土
交 通 省

一般雄物川上流角間川地区堤防整備事
業

大仙市 11月13日 試掘
事業地内で遺跡は確認さ
れなかった。

14
国 土
交 通 省

秋田地方検察庁大館支部・区検察庁
EV増築事業

大館市 10月28日 試掘
事業地内で周知の遺跡１
か所を確認した。

15
建 設
交 通 部

国道道路改築工事　国道108号前杉バ
イパス建設事業

由利本荘市 11月26日、12月14日 試掘
事業地内で遺跡は確認さ
れなかった。
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　　第１節　遺跡分布調査

№ 事業者 事　　業　　名 事業地 調査期間
調査
内容

調査結果

16
建 設
交 通 部

河川災害復旧助成事業　阿仁川 北秋田市 ６月16日 試掘
事業地内で遺跡は確認さ
れなかった。

17
農 林
水 産 部

林道フォレストコミュニティ米代線建
設事業

藤里町
４月27日、
５月15・22・29日

　踏査、
試掘

事業地内で遺跡は確認さ
れなかった。

18
産業経済
労 働 部

新規工業団地整備事業　大仙神岡地区 大仙市 ６月23日、10月２日 踏査
事業地内で周知の遺跡２
か所を確認した。

19
平鹿平野
農業水利
事 務 所

平鹿平野（第一・二期）農業水利事業 横手市 ６月13日 踏査
事業地内で遺跡は確認さ
れなかった。

※平成21年度工事立会（平成21年４月～12月）

№ 事業者 事　　業　　名 事業地 立会期間 立会結果 備　　　考

1
国 土
交 通 省

一般国道７号鷹巣大館道路建設事業 大館市 ５月15日
遺構・遺物は確認で
きなかった。
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第２章　実施要項

　　第２節　遺跡確認調査

１　調査の目的

　開発事業計画に係る遺跡の広がり、埋没の度合い、時代とその性格を知るために当該地域での遺

物の表面採集及び小規模の発掘調査（遺構確認面までの掘り下げ）を行い、当該埋蔵文化財の保護

と保存を図る。

２　調査の方法

（１）地形を考慮したトレンチ及び試掘坑を設定して行う。また、遺構等が確認された場合、出来

る限り面的に調査範囲を広げてその確認に努める。

（２）確認された遺構・遺物、遺物包含層、堆積土の厚さ等は、実測図などにより記録する。ま

た、遺跡の全景と調査状況、遺構・遺物の確認状況等は写真撮影する。

（３）使用する地形図は開発部局で作成した最大縮尺の図面とする。

３　事業主体者

　秋田県教育委員会

４　調査担当者

    秋田県教育庁生涯学習課文化財保護室　文 化 財 主 任　　宇田川浩一（H21・４～）　新海和広

　　秋田県埋蔵文化財センター　副 主 幹　　柴田陽一郎　榮一郎　

　　　　　　　　　　　　　　　学 芸 主 事　　五十嵐一治　袴田道郎　藤田賢哉（～H21・３まで）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山村剛　　

　　　　　　　　　　　　　　　文 化 財 主 任　　宇田川浩一（～H21・３まで）

　　　　　　　　　　　　　　　文 化 財 主 事　　高橋和成　

　　　　　　　　　　　　　　　調査・研究員　　草彅裕太郎

　　　　　　　　　　　　　　　※職名は当時のものである。

５　調査対象遺跡及び事業名

№ 事　業　名 遺跡名（所在地） 調　査　期　間 調査担当者

① 一般国道７号象潟仁賀保道路建設事業 横枕遺跡（にかほ市）

平成21年３月９日 
　　　～３月19日 
　　　　５月11日 
　　　～６月10日

宇田川・袴田・藤田・
山村・高橋

② 一般国道７号象潟仁賀保道路建設事業 家ノ浦遺跡（にかほ市）
平成21年10月30日 
　　　～11月６日

榮・袴田

③ 一般国道７号象潟仁賀保道路建設事業 家ノ浦Ⅱ遺跡（にかほ市） 平成21年10月30日 榮・袴田

④ 一般国道７号象潟仁賀保道路建設事業 前田表遺跡（にかほ市）
平成21年11月６日 
　　　～11月13日

榮・袴田

⑤ 一般国道７号象潟仁賀保道路建設事業 深堰遺跡（にかほ市）
平成21年10月19日 
　　　～10月20日

榮・袴田

⑥ 一般国道７号象潟仁賀保道路建設事業 六日市遺跡（にかほ市）
平成21年６月17日 
　　　～６月19日

宇田川・新海

⑦ 一般国道13号河辺拡幅事業 黒沼下堤下館跡（秋田市）
平成21年10月19日 
　　　～10月23日

五十嵐・草彅

⑧ 一般国道13号神宮寺バイパス建設事業 北楢岡中野遺跡（大仙市）
平成21年11月30日 
　　　～12月４日

柴田・草彅

⑨ 一般国道13号院内道路建設事業 臼館跡（湯沢市）
平成21年10月26日 
～11月４・16・17日

山村・草彅

⑩ 国道46号角館バイパス建設事業 月見堂館跡（仙北市）
平成21年10月１日 
　　　～10月９日

山村・草彅
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　　第２節　遺跡確認調査第２節　遺跡確認調査

第１図　遺跡分布調査・遺跡確認調査地点図
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第３章　調査の記録

　第１節　遺跡分布調査

１．平成20年度補足分

（１）地方道路整備臨時交付金事業　一般県道野崎十文字線建設事業　林崎地区

　事業予定地のうち中心杭№７～20・44～54の区間について試掘調査を実施した。

　調査の結果、遺構・遺物とも確認できず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。本事業について

の埋蔵文化財に係る対応は終了である。

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ ・・・・ 横手市平鹿町林崎 ・　・ 水田 なし

（２）河川災害復旧助成事業　阿仁川

　北秋田市阿仁前田の阿仁川災害復旧に伴う事業である。事業予定地を試掘した。

　調査の結果、遺構・遺物とも確認できず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ ・・・・ 北秋田市阿仁前田字下モ川端 ・　・ 宅地 なし 第19図に位置

２．平成21年度分

（１）一般国道７号鷹巣大館道路建設事業

　事業予定地のうち、北秋田市栄から脇神にかけて道路中心杭№14～242区間のうち、一部の未買収

地を除いて試掘調査を実施した。

　調査の結果、新発見の遺跡２か所と周知の遺跡１か所を確認した。これらの遺跡は平成22年度に確

認調査を実施することとした。

　今後も事業の進捗状況に合わせて試掘等の対応が必要である。

第２図　地方道路整備臨時交付金事業　一般県道野崎十文字線建設事業　林崎地区　遺跡分布調査位置図
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　第１節　遺跡分布調査

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ 中小又遺跡 北秋田市栄字中小又 不明 山林 土坑 新発見の遺跡

２ 藤株遺跡 北秋田市脇神字藤株前田 縄文 水田 なし 周知の遺跡

３ ハケノ下遺跡 北秋田市脇神字ハケノ下 不明 水田 柱穴・木製品 新発見の遺跡

（２）一般国道７号秋田南バイパス建設事業

　事業予定地のうち、秋田市新屋関町後の中心杭№180～220の区間について試掘調査を実施した。　

　調査の結果、遺構・遺物とも確認できず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。

　本事業についての埋蔵文化財に係る対応は終了である。

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ ・・・・ 秋田市新屋関町後 ・　・ 荒地 なし

第３図　一般国道７号鷹巣大館道路建設事業　遺跡分布調査位置図

第４図　一般国道７号秋田南バイパス建設事業　遺跡分布調査位置図
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第３章　調査の記録

（３）一般国道７号下浜バイパス建設事業

　事業予定地のうち、秋田市下浜羽川地区の中心杭№０～50の区間について試掘調査を実施した。　

　調査の結果、遺構・遺物とも確認できず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。

　今後も事業の進捗状況に合わせて試掘等の対応が必要である。

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ ・・・・ 秋田市下浜羽川字上浜 ・　・ 荒地 なし

２ ・・・・ 秋田市下浜羽川字下川原 ・　・ 山林 なし

（４）一般国道７号仁賀保本荘道路建設事業

　事業予定地のうち、にかほ市両前寺地区の中心杭№676～682の区間について試掘調査を実施した。

　調査の結果、新発見の遺跡１か所を確認した。

　今後も事業の進捗状況に合わせて試掘等の対応が必要である。

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ 家ノ浦Ⅱ遺跡 にかほ市両前寺字家ノ浦 平安 工場跡地 土師器 新発見の遺跡

第６図　一般国道７号仁賀保本荘道路建設事業　遺跡分布調査位置図

第５図　一般国道７号下浜バイパス建設事業　遺跡分布調査位置図
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　第１節　遺跡分布調査

（５）一般国道７号象潟仁賀保道路建設事業

　事業予定地のうち、にかほ市金浦ＩＣ～白雪川までの、中心杭№327～490の区間について試掘調査

を実施した。

　調査の結果、新発見の遺跡１か所を確認した。№11地点で時期不明の石垣を確認したが、遺物が出

土しておらず、今年度中に再調査する。今後も事業の進捗状況に合わせて試掘等の対応が必要である。

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ 六日市遺跡 にかほ市黒川字六日市 平安 畑地 土師器 新発見の遺跡

２ ・・・・ にかほ市黒川地内 ・　・ 山林 なし

３ ・・・・ にかほ市黒川地内 ・　・ 水田 なし

４ ・・・・ にかほ市黒川地内 ・　・ 山林 なし

５ ・・・・ にかほ市黒川地内 ・　・ 水田 なし

６ ・・・・ にかほ市山の田地内 ・　・ 水田 なし

７ ・・・・ にかほ市山の田地内 ・　・ 畑地 なし

８ ・・・・ にかほ市山の田地内 ・　・ 山林 なし

９ ・・・・ にかほ市山の田地内 ・　・ 山林 なし

10 ・・・・ にかほ市山の田地内 ・　・ 水田 なし

11 ・・・・ にかほ市山の田地内 ・　・ 山林 石垣 再調査

（６）国道46号角館バイパス建設事業

　事業予定地のうち、仙北市雲然地区の中心杭№270～286の区間について試掘調査を実施した。

　調査の結果、遺構・遺物とも確認できず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。

　今後も事業の進捗状況に合わせて試掘等の対応が必要である。

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ ・・・・ 仙北市雲然字月見堂 ・　・ 水田 なし

第７図　一般国道７号象潟仁賀保道路建設事業　遺跡分布調査位置図
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第３章　調査の記録

（７）一般国道13号大曲防災除雪ステーション建設事業

　新規に防災除雪ステーションの建設が予定された事業予定地１か所で、試掘調査を実施した。

　調査の結果、遺構・遺物とも確認できなかった。

　本事業についての埋蔵文化財に係る対応は終了である。

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ ・・・・
大仙市戸蒔字谷地添・東川
字屋敷後

・　・ 水田 なし

（８）一般国道13号神宮寺バイパス建設事業

　事業予定地のうち、大仙市北楢岡の中心杭№375～412の区間について試掘調査を実施した。

　調査の結果、新発見の遺跡１か所を確認し、平成21年度内に確認調査を行った。

　今後も事業の進捗状況に合わせて試掘等の対応が必要である。

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１
北楢岡中野遺
跡

大仙市北楢岡字中野
弥生・平安
～近世

水田・畑
地

カマド状遺構・
柱穴ほか

新発見の遺跡

第10図　一般国道13号神宮寺バイパス建設事業　遺跡分布調査位置図

第９図　一般国道13号大曲防災除雪ステーション建設事業　遺跡分布調査位置図

第８図　国道46号角館バイパス建設事業　遺跡分布調査位置図
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　第１節　遺跡分布調査

（９）一般国道13号院内道路建設事業

　湯沢市大槻沢地区で道路改良事業が計画されている国道13号線（院内道路）事業予定地のうち、中

心杭№522～530の区間について試掘調査を実施した。

　調査の結果、遺構・遺物とも確認できなかった。

　今後も事業の進捗状況に合わせて試掘等の対応が必要である。

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ ・・・・ 湯沢市下院内字大槻沢 ・　・ 水田 なし

（10）成瀬ダム建設事業

　東成瀬村で進められている成瀬ダム建設事業の事業予定地のうち、北俣沢川右岸の地山対策工対

象地区内、北俣沢川左岸の常時満水予定範囲、上流迂回路改良工事にかかる地点を試掘した。

　調査の結果、遺構・遺物は確認できなかった。

　今後も事業の進捗状況に合わせ、試掘等の対応が必要である。

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ ・・・・ 東成瀬村椿川字トクラ ・　・ 山林 なし

２ ・・・・ 東成瀬村椿川字トクラ ・　・ 山林 なし

３ ・・・・ 東成瀬村椿川字トクラ ・　・ 山林 なし

４ ・・・・ 東成瀬村椿川字仁郷北ヶ沢 ・　・ 山林 なし

５ ・・・・ 東成瀬村椿川字仁郷北ヶ沢 ・　・ 山林 なし

第12図　成瀬ダム建設事業　遺跡分布調査位置図

第11図　一般国道13号院内道路建設事業　遺跡分布調査位置図
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第３章　調査の記録

（11）消流雪用水導入事業　松沢川地区

　克雪対策の一環として、水量豊富な雄物川から中小河川である松沢川へ導水路等を整備するのが本

事業である。導水路は現況の市道下への整備となり、掘削幅も狭いため、埋蔵文化財対応は必要ない

ものと判断した。

　今年度は取水施設の設置予定地において試掘調査を実施した。調査の結果、遺構・遺物とも確認で

きず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。

　今後、排水施設建設予定地において試掘等の対応が必要である。

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ ・・・・ 湯沢市西愛宕町 ・　・ 水田 なし

（12）一般雄物川上流寺館大巻地区堤防整備事業

　大仙市寺館大巻地区の治水を目的とした堤防整備事業である。大巻地区の事業予定地中心杭№15～

33の区間について試掘調査を実施した。

　調査の結果、遺構・遺物とも確認できなかった。

　寺館地区の事業予定地については、雄物川の氾濫源にあたることを踏査で確認し、埋蔵文化財対応

は生じないと判断した。

　今後も事業の進捗状況に合わせて試掘等の対応が必要である。

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ ・・・・ 大仙市強首字新川向上段 ・　・ 原野 なし

２ ・・・・ 大仙市寺館字古畑外 ・　・ 水田・畑地 なし

第14図　一般雄物川上流　寺館大巻地区堤防整備事業　遺跡分布調査位置図

第13図　消流雪用水導入事業　松沢川地区　遺跡分布調査位置図
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　第１節　遺跡分布調査

（13）一般雄物川上流角間川地区堤防整備事業

　大仙市角間川地区の治水を目的として計画された堤防整備事業である。調査地は河川改修によって

現地点に流路を代えた横手川が雄物川と合流する地点にあたり、事業地の広範囲は雄物川の氾濫源に

あたる。事業予定地内の藤木下橋付近１か所で試掘調査を実施した。

　調査の結果、明治期以降の盛土整地層が複数確認されたのみで、それ以前の遺構・遺物は確認でき

なかった。

　本事業についての埋蔵文化財に係る対応は終了である。

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ ・・・・ 大仙市藤木字八圭 ・　・ 畑地 なし

 

（14）秋田地方検察庁大館支部・区検察庁ＥＶ増築事業

　秋田地方検察庁大館支部・区検察庁のエレベータ増築事業である。事業予定地は、大館城跡三ノ丸

内にあるため試掘調査を実施した。

　調査の結果、検察庁建物建築時の工事によって地山まで撹乱され遺構・遺物とも確認できなかった

ことから、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。

第15図　一般雄物川上流　寺館大巻地区堤防整備事業　遺跡分布調査位置図

第16図　一般雄物川上流　角間川地区堤防整備事業　遺跡分布調査位置図



－ 14 －

第３章　調査の記録

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ 大館城跡 大館市三ノ丸 中世 市街地 なし

（15）国道道路改築工事　国道108号前杉バイパス建設事業

　事業予定地のうち、由利本荘市矢島町築館の中心杭№０～15、同町川辺の№80～110の区間につい

て試掘調査を実施した。

　調査の結果、遺構・遺物とも確認できず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。

　今後も事業の進捗状況に合わせて試掘等の対応が必要である。

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ ・・・・ 由利本荘市矢島町築館字小田 ・　・ 水田 なし

２ ・・・・ 由利本荘市矢島町川辺字小坂 ・　・ 水田・畑地 なし

第17図　秋田地方検察庁大館支部・区検察庁ＥＶ増築事業　遺跡分布調査位置図

第18図　国道道路改築工事　国道108号前杉バイパス建設事業　遺跡分布調査位置図
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　第１節　遺跡分布調査
（16）河川災害復旧助成事業　阿仁川

　北秋田市阿仁前田の阿仁川災害復旧に伴う事業である。事業予定地を踏査し、試掘調査を実施した。

　調査の結果、遺構・遺物とも確認できず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

２ ・・・・ 北秋田郡阿仁前田字下モ川端 ・　・ 宅地・畑地 なし №１は６頁

（17）林道フォレストコミュニティ米代線建設事業

　藤里町内の事業地内を踏査し、素波里ダム東岸付近の道路中心杭№227～338と、小比内川右岸の№

54～61地点の試掘調査を実施した。

　調査の結果、遺構・遺物とも確認できず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。

　本事業についての埋蔵文化財に係る対応は終了である。

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ ・・・・ 藤里町粕毛字南鹿瀬 ・　・ 山林 なし

２ ・・・・ 藤里町藤琴字奥小比内 ・　・ 山林 なし

第19図　河川災害復旧助成事業　阿仁川　遺跡分布調査位置図

第20図　林道フォレストコミュニティ米代線建設事業　遺跡分布調査位置図
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（18）新規工業団地整備事業　大仙神岡地区

　大仙市神岡で計画されている面積196haの工業団地造成事業である。事業予定地内を踏査した。

　調査の結果、周知の遺跡２か所を確認した。

　今後は事業の進捗状況に合わせて試掘等の対応が必要である。

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ 笹倉遺跡 大仙市神宮寺字笹倉 縄文 畑地 なし 周知の遺跡

２ 高野Ⅱ遺跡 大仙市神宮寺字高野 古代 畑地 なし 周知の遺跡

（19）平鹿平野（第一・二期）農業水利事業

　横手市平鹿・十文字・増田地区で実施されている農業水利事業である。事業地内を踏査した。

　調査の結果、遺構・遺物とも確認できず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ ・・・・ 横手市十文字町梨木 ・　・ 水田 なし

２ ・・・・ 横手市十文字町上鍋倉 ・　・ 水田 なし

３ ・・・・ 横手市十文字町鼎 ・　・ 水田 なし

第21図　新規工業団地整備事業　大仙神岡地区　遺跡分布調査位置図

第22図　平鹿平野（第一・二期）農業水利事業　遺跡分布調査位置図
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　　第２節　遺跡確認調査

（１）一般国道７号象潟仁賀保道路建設事業

　①横枕遺跡

１　遺跡所在地　　　　　　秋田県にかほ市平沢字横枕２番地外

２　確認調査期間　　　　　平成21年３月９日～３月19日・５月11日～６月10日

３　確認調査対象面積　　　30,000㎡

４　工事区域内遺跡面積　　30,000㎡

５　要本発掘調査面積　　　  9,800㎡

６　遺跡の立地と現況

ａ　立地

　本遺跡はＪＲ羽越本線仁賀保駅より東へ0.8㎞、国道７号線の東側に隣接する標高25～38ｍの丘陵

上に位置する。この丘陵は両善寺川と琴浦川によって断ち切られ、両善寺川を挟んで向かいに前田表

遺跡がある。また国道を挟んだ西側の低地部にはＴＤＫ秋田工場があり、敷地内から立沢遺跡が発見

された。

ｂ　現況

　調査範囲は小さな平坦面が数多く造成され、元々は畑地として利用されていた。すでに耕作は放棄

されており、一部を除いて灌木・雑草の繁茂する荒れ地である。

７　確認調査の方法

　調査は幅１ｍのトレンチを147本設定し、人力で掘削した。地形観察から、頻繁な切土と盛土によ

る地形改変が行われている。そのため、黄褐色砂質埴土が露出しても、さらに30㎝以上の掘削をして

地山であることを確定した。

　堆積土から遺構の存在が疑われる場合、トレンチの拡張や平断面の精査を適宜行った。遺構は確認

状況を写真撮影し半截、位置を平面図に記録した。遺物は出土トレンチと層位を記録して取り上げた。

　実質調査面積は1,624㎡で、確認調査対象面積の約5.4％に相当する。

８　確認調査の結果

ａ　層序

　調査区は南北に長く、切土・盛土による造成を受けて地点ごとの変異が著しい。そのため調査区を

統一した基本層序は、色調や土性の変異に関わらず同一時期に堆積したと比定されるものを、同一層

準として扱い土色は代表的なものを記す。

第Ⅰａ層　黒褐色土（10YR3/2）　表土・耕作土。層厚10～20㎝。

第Ⅰｂ層　暗灰黄色土（10YR4/3）　表土・耕作土。層厚10～50㎝。

第Ⅱ層　　にぶい黄褐色土（10YR4/3）　盛土。層厚10～50㎝。

第Ⅲ層　　暗褐色土（10YR3/3）　古代生活面。遺物包含層。層厚０～30㎝。

第Ⅳ層　　褐色土（7.5YR4/4）　古代堆積土。遺構検出面。人為と自然堆積層がある。層厚10～30㎝。

第Ⅴ層　　明黄褐色土（10YR6/6）　古代造成土。遺構検出面。地山由来・人為堆積層。層厚５～20㎝。

第Ⅵ層　　褐色土（10YR4/4）　古代自然堆積土（地点によって遺物包含層）。層厚20～30㎝。
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第Ⅶ層　　黄褐色土（2.5Y5/3）　地山。無遺物層。

　Ⅲ層は残存していない箇所も多く、遺構内覆土や沢状地形部分に見られる。遺構検出面の層が複数

あり、Ⅳ層中にも遺物が見られることから、時期差があると考えられる。

ｂ　検出遺構と出土遺物

　遺構は調査区の北側と南側の平坦面で検出された。竪穴住居跡８軒・土坑10基・溝状遺構23条・柱

穴様ピット51基・焼土１基を検出した。竪穴住居跡は１辺３ｍの方形を呈する。

　遺物は調査区全域から土師器・須恵器・鉄滓が検出された。

９　所見

ａ　遺跡の種類

　調査区域は北側と南側の台地上２か所に分かれる。両側とも平安時代を中心とする集落跡である。

第25トレンチから検出された竪穴住居跡は、埋土の特徴から中世に降る可能性がある。また、第３ト

レンチから16条検出された溝状遺構は、幅20～30㎝で約１ｍおきに平行しており耕作に伴う掘り込み

である可能性が高い。

ｂ　遺跡の範囲と工事区域

　工事区域は全体が遺跡であるが、今回本調査対象地とした南北調査区以外では、遺物は出土するが

遺構が確認されず、旧地形は急斜面である。このことから、中央部の出土遺物は他地点もしくは工事

対象区域外からの紛れ込みと判断し、本発掘調査必要範囲から除いた。本発掘調査必要範囲は9,800

㎡である。

ｃ　発掘調査時に予想される遺構・遺物

　北側調査区・南側調査区とも古代の竪穴住居跡の検出が予想される。一部は中世に降るものもあり

得る。遺物は土師器・須恵器・製塩土器・陶磁器・鉄滓の出土が予想される。

第23図　横枕遺跡位置図

横枕遺跡
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　　第２節　遺跡確認調査

第25図　横枕遺跡基本層序図

第24図　横枕遺跡推定範囲図
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　　第２節　遺跡確認調査
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横沈遺跡

南区全景

（南西から）

横沈遺跡

第２トレンチ

竪穴住居跡検出状況

（北から）

横沈遺跡

第26トレンチ

竪穴住居跡検出状況

（北から）
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　　第２節　遺跡確認調査

　②家ノ浦遺跡

１　遺跡所在地　　　　　　秋田県にかほ市両前寺字家ノ浦25－４外

２　確認調査期間　　　　　平成21年10月30日～11月６日

３　確認調査対象面積　　　4,000㎡

４　工事区域内遺跡面積　　3,400㎡

５　要本発掘調査面積　　　2,000㎡

６　遺跡の立地と現況

ａ　立地

　本遺跡はＪＲ羽越本線仁賀保駅より北東へ1.2㎞、国道７号線の東側に隣接する標高28～36ｍの丘

陵上に位置する。この丘陵は両前寺川と阿部堂川によって断ち切られており、同じ丘陵上の北に隣接

して前田表遺跡、南側の低地部には家ノ浦Ⅱ遺跡、両前寺川を挟んで南向かいには横枕遺跡がある。

また国道を挟んだ南西側の低地部にはＴＤＫ秋田工場があり、敷地内に立沢遺跡が立地する。

ｂ　現況

　調査範囲には小高い山の部分と宅地跡、その北側の水田跡の平坦面がある。住居は解体され、基礎

が残る状態である。水田跡の耕作はすでに放棄され、灌木・雑草の繁茂する荒れ地である。

７　確認調査の方法

　調査は幅１ｍのトレンチを11本設定し、重機で掘り下げた後、確認面及びトレンチ壁面を精査し、

遺構・遺物の有無を確認した。遺構は確認状況を写真撮影し位置を記録した。遺物は出土トレンチと

層位を記録して取り上げた。実質調査面積は320㎡で、確認調査対象面積の約8.0％に相当する。

８　確認調査の結果

ａ　層序

　各トレンチの土層観察から、遺跡の基本層序は次の通りである。

第Ⅰａ層　褐色土（10YR4/4）　表土。層厚10～30㎝。

第Ⅰｂ層　褐色土（10YR4/4）　耕作土。地山ブロックが混入する盛土。層厚10～30㎝。

第Ⅱ層　　黄褐色土（10YR5/6）　調査区南西の山部分における砂質地山。

第Ⅲａ層　灰黄褐色土（10YR6/2）　旧地形の低位部に盛られ酸化した地山質水田造成土。

層厚０～70㎝。

第Ⅲｂ層　灰色土（10YR5/1）　旧地形の低位部に盛られた地山質水田造成土。層厚０～40㎝。

第Ⅳ層　　オリーブ黒色土（10Y3/1）　旧表土。植物遺体を多量に含む。層厚０～20㎝。

第Ⅴ層　　黒褐色土（10YR2/1）　古代自然堆積土。遺物包含層。層厚５～20㎝。

第Ⅵ層　　灰色土（10YR5/1）　地山。遺構検出面。

　調査区内の宅地跡と水田跡の平坦面は、南西、東側の周囲を囲む丘陵部分を削平し、北西側低位部

に盛土し造成したものである。旧地形は水田跡東側の香取神社が立地する丘陵裾部が西側に舌状に延

びその両側が低位部となっていたものと推定される。さらに南西側宅地跡の西側は小規模な南北方向

の砂丘列を形成していた可能性がある。中央や南東の微高地部分では10㎝程でⅤ層の遺物包含層が現

れ、北西の低位部の最深部は1.4ｍ程堀り下げる必要がある。遺構はⅥ層上面でⅤ層土に地山ブロッ

クを含んだ状態で確認できる。



－ 24 －

第３章　調査の記録

ｂ　検出遺構と出土遺物

　遺構は削平を受けた南西及び東側部分を除く、水田跡全域で検出された。土坑３基・柱穴様ピット

17基・性格不明遺構３基を検出した。柱穴様ピットは直径30㎝・深さ30㎝程で残りも良い。

　遺物は水田跡から土師器・須恵器を中心に、陶磁器片や石鏃１点も出土した。旧地形の標高が高い

中央部からは鉄滓も出土した。

９　所見

ａ　遺跡の種類

　土師器・須恵器の年代から、前田表Ⅱ遺跡や横枕遺跡等周囲の遺跡とほぼ同時代の平安時代の集落

跡と推定される。中世陶器も散見され、東側には隣接して中世城館である安倍館もあることから中世

の遺構も検出される可能性がある。

ｂ　遺跡の範囲と工事区域

　宅地跡や水田跡の一部は大きく削平を受けており、北側以外は遺構が確認されなかったため本発掘

調査必要範囲から除いた。本発掘調査必要範囲は2,000㎡である。

ｃ　発掘調査時に予想される遺構・遺物

　遺構は、平安時代の掘立柱建物跡・土坑・溝跡・柱穴様ピット・鍛冶場遺構等が検出すると考えら

れる。また、一部は中世に降るものもあり得る。遺物は土師器・須恵器・製塩土器・陶磁器・鉄滓等

が中コンテナで20箱程度出土することが予想される。

第28図　家ノ浦遺跡位置図

家ノ浦遺跡
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　　第２節　遺跡確認調査

第30図　家ノ浦遺跡基本層序図

第29図　家ノ浦遺跡推定範囲図
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　　第２節　遺跡確認調査
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家ノ浦遺跡

全景

（北側前田表遺跡から）

家ノ浦遺跡

第５トレンチ北端

土層断面と性格不明遺構

検出状況（西から）

家ノ浦遺跡

第４トレンチ

柱穴様ピット検出状況

（北から）
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　　第２節　遺跡確認調査

　③家ノ浦Ⅱ遺跡

１　遺跡所在地　　　　　　秋田県にかほ市両前寺字家ノ浦１－１外

２　確認調査期間　　　　　平成21年10月30日

３　確認調査対象面積　　　1,000㎡

４　工事区域内遺跡面積　　1,000㎡

５　要本発掘調査面積　　　　  ０㎡

６　遺跡の立地と現況

ａ　立地

　遺跡は鳥海山北西山麓側の仁賀保丘陵西端部に立地する。丘陵西縁を西流し日本海に注ぐ両前寺川

右岸に位置し、標高は21ｍ前後である。ＪＲ羽越本線仁賀保駅からは北東へ約1.2㎞、国道７号線の

東隣に所在している。遺跡北側の丘陵裾部には古代～中世の集落跡である家ノ浦遺跡が、両前寺川対

岸の南側丘陵上には古代の集落跡である横枕遺跡が、さらに国道を挟んだ遺跡南西側の両前寺川左岸

段丘上のＴＤＫ秋田工場用地には古代の集落跡である立沢遺跡がそれぞれ立地している。

ｂ　現況

　調査対象地は以前にコンクリートプラント施設が建設されていた。確認調査時には、当該施設はす

べて撤去され、一部の基礎部分が深く削平されている他は、ほぼ平坦に造成されていた。

７　確認調査の方法

　確認調査対象範囲は、遺跡推定範囲のうちの北端部1,000㎡である。調査は、東端側のコンクリー

トプラント基礎撤去時の深い削平部分を除き、重機により幅約1.8ｍのトレンチを10ｍ間隔で東西方

向に合計３本掘削した。重機による掘削後、トレンチの壁面及び底面を人力により精査し、遺構・遺

物の有無を確認した。

　確認調査における実質調査面積は108㎡で、確認調査対象面積の10.8％に相当する。

８　確認調査の結果

ａ　層序

第Ⅰａ層　砕石～砂礫　造成土。層厚40～50㎝。

第Ⅰｂ層　緑灰色シルト　造成土。層厚40～130㎝。

第Ⅱ層　　にぶい黄橙色シルト（10YR7/4）　基盤層。層厚50～100㎝。

第Ⅲ層　　緑灰色シルト（10G5/1）

　コンクリートプラント施設建設時の造成層を第Ⅰ層とし、砕石～砂礫を敷き均した上位部分と旧地

形の低位部を埋め立てた下位部分とに２分し、それぞれ第Ⅰａ層と第Ⅰｂ層とした。コンクリートプ

ラント施設建設前の旧地形は、遺跡東側の丘陵末端がより西側まで延び、遺跡北西端部には西側に開

口する沢状の低位部が存在していたものと推定される。当該施設建設時に丘陵末端側を削平し、低位

部を埋め立てて平坦に造成したものと判断される。第Ⅱ層は丘陵部から連続する遺跡の基盤層と判断

される。部分的に褐色砂質シルト等の小塊を挟み、岩屑なだれ起源の堆積物と推定される。本層上位

は削平されており、コンクリートプラント施設建設以前の旧表土層は認められない。第Ⅲ層は第Ⅱ層

堆積以前の沖積低地を埋積するグライ化したシルト層である。本層は無遺物層と判断される。
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第３章　調査の記録

ｂ　検出遺構と出土遺物

　今回の確認調査対象範囲では、遺構・遺物とも確認されなかった。

９　所見

ａ　遺跡の種類

　事前の分布調査において、今回の確認調査対象範囲よりも南側の地点で平安時代の遺物包含層が検

出されていることから、現時点では平安時代の遺物散布地と判断される。

ｂ　遺跡の範囲と工事区域

　遺跡は、本来、両前寺川右岸の丘陵末端部周辺に広がっていたものと推定される。遺跡北端側は、

コンクリートプラント施設建設等により削平され、遺跡は既に消失したものと判断される。今回の工

事区域はこの削平範囲に当たり、本発掘調査は不要である。

第33図　家ノ浦Ⅱ遺跡位置図

家ノ浦Ⅱ遺跡
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　　第２節　遺跡確認調査

第35図　家ノ浦Ⅱ遺跡基本層序図

第34図　家ノ浦Ⅱ遺跡推定範囲図
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第３章　調査の記録

第36図　家ノ浦Ⅱ遺跡確認調査結果図
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　　第２節　遺跡確認調査

家ノ浦Ⅱ遺跡

第１トレンチ

東端土層断面（北から）

家ノ浦Ⅱ遺跡

第２トレンチ

西側土層断面（北から）

家ノ浦Ⅱ遺跡

第３トレンチ

西側土層断面（北から）
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第３章　調査の記録

　④前田表遺跡

１　遺跡所在地　　　　　　秋田県にかほ市両前寺字前田表37－１外

２　確認調査期間　　　　　平成21年11月６日～11月13日

３　確認調査対象面積　　　4,500㎡

４　工事区域内遺跡面積　　4,500㎡

５　要本発掘調査面積　　　1,100㎡

６　遺跡の立地と現況

ａ　立地

　本遺跡はＪＲ羽越本線仁賀保駅より北東へ1.3㎞、国道７号線の東側に隣接する標高23～48ｍの丘

陵上に位置する。この丘陵は両前寺川と阿部堂川によって断ち切られ、同じ丘陵上の南に隣接して家

ノ浦遺跡、南側の低地部には家ノ浦Ⅱ遺跡、両前寺川を挟んで南向かいには横枕遺跡、国道を挟んだ

低地部には前田表Ⅱ遺跡と立沢遺跡があり、いずれも古代の集落跡である。また、東に隣接して中世

城館の安倍館跡がある。

ｂ　現況

　確認調査対象範囲は南東部が標高47ｍ前後の南西に延びる馬の背状の尾根を成し、その北西側斜面

がひな段状に造成されている。ひな段部分は畑地として利用されていたが、すでに耕作は放棄されて

おり、灌木・雑草の繁茂する荒れ山である。

７　確認調査の方法

　調査は幅１ｍのトレンチを平坦面を主に17本設定した。人力で掘削後、確認面及びトレンチ壁面を

精査し、遺構・遺物の有無を確認した。主な遺物は確認状況を写真撮影し位置を記録した。第１・４

 ・14トレンチの地山上面の遺物集中箇所は取り上げずに保護し埋め戻した。その他の遺物は出土トレ

ンチと層位を記録して取り上げた。

　実質調査面積は200㎡で、確認調査対象面積の約4.5％に相当する。

８　確認調査の結果

ａ　層序

　各トレンチの土層観察から、遺跡の基本層序は次の通りである。

第Ⅰ層　黒褐色土（7.5YR3/2）　表土。層厚20～60㎝。

第Ⅱ層　褐色土（10YR4/6）　畑造成のために盛られた地山質盛土。層厚０～30㎝。

第Ⅲ層　黒褐色土（10YR3/2）　旧表土と思われる層。層厚０～15㎝。

第Ⅳ層　暗褐色土（10Y3/3）　古代自然堆積土、遺物包含層。層厚０～60㎝。

第Ⅴ層　褐色土（7.5YR4/4）　漸移層。層厚５～20㎝。

第Ⅵ層　にぶい黄褐色土（10YR5/4）　地山。

　古代のものと思われる第Ⅲ～Ⅴ層は調査区南東部の最上位の尾根部と緩やかに下る平坦面に見られ

る。下段の第17トレンチの沢状部分にも一部見られたが、残存しているのはほんの小面積であった。

下の段は、大きく近年に切り盛りされており、盛っている部分の旧地形は急斜面である。
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　　第２節　遺跡確認調査

ｂ　検出遺構と出土遺物

　遺構は検出されなかったが、遺物は全域で出土した。特に古代の土層が残る確認調査対象範囲南東

部の最上位の尾根部及びその直下の平坦面からは、土師器・須恵器を中心に多量に出土した。第２ト

レンチからは鉄滓や鉄製品も出土した。

９　所見

ａ　遺跡の種類

　土師器・須恵器の年代から、前田表Ⅱ遺跡や横枕遺跡等周囲の遺跡とほぼ同時代の平安時代の集落

跡と推定される。

ｂ　遺跡の範囲と工事区域

　確認調査対象範囲のうち、南東部の尾根部及びその直下の緩斜面から平坦面にかけての地点は、ま

とまって遺物が出土し、本発掘調査が必要である。工事区域は全体が遺跡ではあるが、南東部の尾根

部及びその直下の緩斜面から平坦面にかけての地点以外は遺物の出土量も稀薄で、大きく削平を受け

ており、旧地形も現状も急斜面部が多く、遺構が検出される見込みは薄いと考えられ、本発掘調査必

要範囲から除いた。本発掘調査必要範囲は1,100㎡である

ｃ　発掘調査時に予想される遺構・遺物

　遺構は平安時代の掘立柱建物跡・土坑・柱穴様ピット・鍛冶場遺構等が検出される可能性がある。

遺物は土師器・須恵器・鉄滓等が中コンテナで20箱程度の出土が予想される。

第37図　前田表遺跡位置図

前田表遺跡
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第３章　調査の記録

第39図　前田表遺跡基本層序図

第38図　前田表遺跡推定範囲図
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　　第２節　遺跡確認調査
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第３章　調査の記録
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　　第２節　遺跡確認調査

前田表遺跡

遺跡近景

（東側頂上から）

前田表遺跡

第１トレンチ

遺物出土状況（北東から）

前田表遺跡

第14トレンチ遺物出土

状況及び土層断面

（南から）
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第３章　調査の記録

　⑤深堰遺跡

１　遺跡所在地　　　　　　にかほ市院内字深堰44－２

２　確認調査期間　　　　　平成21年10月19日～10月20日

３　確認調査対象面積　　　4,000㎡

４　工事区域内遺跡面積　　4,000㎡

５　要本発掘面積　     　　        ０㎡

６　遺跡の立地と現況

ａ　立地

　本遺跡はＪＲ羽越本線仁賀保駅より南西1.5㎞、象潟泥流台地の北端近くの標高約15～26ｍの小高

い丘上に立地する。遺跡から約１㎞北側には国道７号線が東西に走り、周囲には水田が広がり民家も

見られる。遺跡のある丘は紀元前５世紀の鳥海山の噴火によりできた岩山で、随所に同様な丘が見ら

れる。遺跡の西0.6㎞には時代不明の石垣が並ぶ市指定文化財高寺遺跡が同様の岩丘上にあり、東1.2

㎞には古代の集落跡である上谷地Ⅱ遺跡がある。

ｂ　現況

　調査対象地は杉を主体とする山林であったが、伐採済みである。対象地の西半は馬の背状の尾根が

南に延び、東半は東に開口する馬蹄形の窪地となる。対象地の東西両側は沖積低地で画され、東は水

田、西は沼沢地であった。東半の窪地周辺には、窪地底面も含め、南に向かって高くなる３面の平坦

面が造成されている。南側の最上位の平坦面の調査対象地外の南端部には、北に向かって「ハ」字形

に開く高さ１ｍ余りの土塁が存在する。　

７　確認調査の方法

　調査は地形を考慮し、３段になっている平坦面に北から順に第１・５・４トレンチを、これと直交

する方向に第２トレンチを設定。丘頂上の尾根沿いに第３・６トレンチを、これに直交する第１トレ

ンチの延長線上に第７トレンチを設定した。また随時、石垣状に見られる段差部分には坪掘り等の調

査を行った。トレンチの幅は約１ｍで、重機または人力で掘り下げた後、確認面及びトレンチ壁面を

精査し、遺構・遺物の有無を確認し、実測・写真撮影を行った。

　実質調査面積は146㎡で調査対象面積の3.7％にあたる。

８　確認調査の結果

ａ　層序

第Ⅰ層　暗褐色土（10YR3/3）　表土。層厚８～40㎝。

第Ⅱ層　黄褐色土（10YR5/6）　盛土。層厚10～15㎝。

第Ⅲ層　暗褐色土（10YR3/3）　旧表土。大礫含む。層厚20～50㎝。

第Ⅳ層　褐色土（10YR4/6）　大小礫を多量に含む。層厚２～50㎝。

第Ⅴ層　黄褐色土（10YR5/6）　地山。礫を含み赤く酸化している箇所もある。

　第Ⅱ層は北側の平坦面下段と南側上段の段差部分に見られ中段にはない。造成時に盛られた土で、

整地した跡が見られるが、しまりがなく踏み固められた様子は窺えない。本層上下の直線的な断面形

状等からは、重機によって造成された可能性も想定される。第Ⅲ層より下の層には大小礫が多量に含

まれ、第Ⅳ層は場所によって人力では掘り下げることができない。
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　　第２節　遺跡確認調査

ｂ　検出遺構と出土遺物

　３面の平坦面では、遺構・遺物は確認されず、その他の地点でも遺構・遺物はなかった。

９　所見

ａ　遺跡の種類

　調査対象東半からその南にかけて、３面の平坦面と土塁が造成されている。土塁は調査対象範囲に

僅かにかかる部分の状況からは、地山削り出しにより造成されたものと見られ、調査対象外の土塁壁

面には石垣状の石組とみられる部分も認められる。全体として、土塁及び段状の平坦面を作出した造

成地であるが、その詳細な性格は不明である。出土遺物もなく、詳細な時代も不明であるが、造成土

の特徴から近世以前に遡る可能性は低いものと推定される。　

ｂ　遺跡の範囲と工事区域

　近世以前に遡る可能性は低いと推定されることから、本発掘調査の対象から除外した。

第42図　深堰遺跡位置図

深堰遺跡
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第３章　調査の記録

第44図　深堰遺跡基本層序図

第43図　深堰遺跡推定範囲図
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　　第２節　遺跡確認調査
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第３章　調査の記録

深堰遺跡

調査状況（西から）

深堰遺跡

第１トレンチ

土層断面（南から）

深堰遺跡

第３トレンチ

掘り下げ状況（北から）
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　　第２節　遺跡確認調査

　⑥六日市遺跡

１　遺跡所在地　　　　　　秋田県にかほ市黒川字六日市

２　確認調査期間　　　　　平成21年６月17日～６月19日

３　確認調査対象面積　　　450㎡

４　工事区域内遺跡面積　　450㎡

５　要本発掘調査面積　　　  ０㎡

６　遺跡の立地と現況

ａ　立地

　本遺跡はＪＲ羽越本線仁賀保駅より南西へ約２㎞に位置する。現在遺跡の西側を流れている白雪川

は、近年付け替え工事を行っており、元は本遺跡の南側から東側を経て北側を流れていた。このこと

から、本遺跡立地点の本来の地形は白雪川の湾曲内部の滑走斜面である。

ｂ　現況

　旧畑地で、現在は雑草が繁茂している。

７　確認調査の方法

　今回の確認調査は白雪川橋下部工工事に伴うもので、その範囲は一般国道７号象潟仁賀保道路建設

に係る六日市遺跡の要確認調査対象範囲の一部である。面積が450㎡と狭いため面的に調査した。調

査面積は約125㎡である。

　全面で地山（Ⅲ層）上面まで掘り下げて、遺構の分布確認、遺構とみられるプラン（黒色・黒褐色

の土の溜まり）については部分的に掘り下げを行った。

８　確認調査の結果

ａ　層序

第Ⅰ層　現代の耕作に伴う撹乱層で以下の４層に細分される。

　ａ層　黒褐色土（10YR3/2）　Ⅰ層の中で最も広い範囲に分布している。層厚30～40㎝。

　ｂ層　黄褐色土（10YR5/6）　調査区南東端にのみ堆積する。層厚20㎝前後。

　ｃ層　褐灰色土（10YR4/1）　調査区南東端にのみ堆積する。層厚10㎝前後。

　ｄ層　黄褐色土（10YR5/6）　調査区南東端にのみ堆積する。層厚10㎝前後。

第Ⅱ層　灰黄褐色土（10YR5/2）　漸位層。

第Ⅲ層　明黄褐色土（10YR6/6）　地山。

　ほぼ全域でⅡ層が失われていることから、本来の遺物包含層は全て撹乱されていると考えられる。

ｂ　検出遺構と出土遺物

　調査対象となる遺構は検出されなかった。遺物は平安時代の土師器片が数点出土した。出土層位は

Ⅰ層またはⅠ層とⅡ層の間である。

９　所見

ａ　遺跡の種類

　今回の調査結果で判明したことは極めて限定的である。確実なのは平安時代の遺物が出土すること

と、地山は礫を含まずやや砂質で居住には好都合なことである。
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第３章　調査の記録

ｂ　遺跡の範囲と工事区域

　今回の白雪川橋下部工工事に伴う450㎡の範囲については、遺物は出土しているが、耕作の深い場

所ではⅠ層が地山上面以下に達する等撹乱が著しいことから、遺跡は破壊されていると判断する。こ

のため、今回の範囲について本発掘調査は不要である。

　しかし、隣接する残りの一般国道７号象潟仁賀保道路建設事業に係る六日市遺跡の要確認調査対象

範囲については遺構・遺物の出土が予想されることから、その範囲については白雪川橋下部工工事を

行う際に影響のでないように配慮が必要になる。

第46図　六日市遺跡位置図

六日市遺跡
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　　第２節　遺跡確認調査

第48図　六日市遺跡基本層序図
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第３章　調査の記録

第49図　六日市遺跡確認調査結果図
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　　第２節　遺跡確認調査

六日市遺跡

調査区全景（北から）

六日市遺跡

第１トレンチ

撹乱の状況（南東から）

六日市遺跡

堆積土と撹乱（西から）
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第３章　調査の記録

（２）一般国道13号河辺拡幅事業

　黒沼下堤下館跡

１　遺跡所在地　　　　　　秋田市河辺北野田高野字黒沼下堤下83－１外

２　確認調査期間　　　　　平成21年10月19日～10月23日

３　確認調査対象面積　　　5,650㎡

４　工事区域内遺跡面積　　6,600㎡（国道南側工事区域を含む）

５　要本発掘調査面積　　　5,600㎡（急傾斜地を除く、同上）

６　遺跡の立地と現況

ａ　立地

　本遺跡はＪＲ奥羽本線和田駅の北東0.5㎞の岩見川右岸に位置し、和田集落背後の標高約45ｍの丘

陵に立地する。遺跡は東西に走る国道13号線により開削されているが、以前は鞍部であったという。

現在、国道南側の丘陵は和田公園として整備されており、北東には中世城館の和田城跡が位置する。

ｂ　現況

　遺跡は国道の北側と南側とに分かれ、大部分は未伐採の林となっている。北側は沢状地形により東

西二つの丘陵に分けられる。南側はごく一部が和田公園の平坦部にかかるのみで大半は国道法面上の

傾斜地である。

７　確認調査の方法

　調査は調査区内の地形に合わせる形でトレンチを10本設定したが第４トレンチについては草刈り後

の地形観察により段築が明瞭に確認できたため、試掘調査は実施しなかった。トレンチは１ｍ幅を人

力で掘り下げた後、確認面及びトレンチ壁面を精査し、遺構・遺物の有無を確認した。トレンチ内で

出土した遺物については、位置等を記録して取り上げ、遺構プランは実測・写真撮影を行った。

　国道南側の調査区（950㎡）については用地問題があり、調査着手直前に国交省側から調査の回避

を要請された。そのため今回の調査対象面積からは除外したが、当該地については北側調査区の調査

結果により判断することとした。

　実質調査面積は157㎡で調査対象面積の2.8％にあたる。

８　確認調査の結果

ａ　層序

第Ⅰ層　黒褐色シルト層　表土。植物片多量含む。層厚10～20㎝。

第Ⅱ層　褐色砂質シルト層　炭化物大～中粒中量含む。層厚０～70㎝。

第Ⅲ層　褐色砂質シルト層　造成土。地山中ブロック少量含む。Ⅱ層より明るい。層厚０～40㎝。

第Ⅳ層　黒色シルト層　旧表土。斜面部では褐色となる。層厚０～30㎝。

第Ⅴ層　漸移層　地山（Ⅵ層）漸移層。層厚０～10㎝。

第Ⅵ層　黄褐色砂質シルト層　地山。

　Ⅰ層は表土、Ⅱ層は館構築以後の堆積層で一定量の炭を含むのが特徴である。多少様相は変化する

が、沢状地形を挟んだ両丘陵で普遍的に認められる。Ⅱ層は平坦面及び緩斜面で確認できⅢ層に良く

似るが炭粒を一定量含む特徴を持つ。Ⅲ層の造成土は西側の丘陵の平坦地拡張部や段築部で特徴的に

認められる。Ⅳ層は館構築以前の旧表土でⅢ層下に部分的に残る。Ⅴ層の漸移層は西側の丘陵の削平
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を伴った部分では失われている。

ｂ　検出遺構と出土遺物

　検出した遺構は６段を数える段築・土坑２基・溝跡５条・柱穴様ピット14基である。西側の丘陵で

は土木造成を含めた人為的造作が顕著である。相対する東側の丘陵斜面では明確な造成は認められな

いものの、部分的な盛土造成による平坦部形成や沢状地形に沿う柱穴様ピット・溝跡を検出し、また

沢状地形南側の沢頭部分でも平坦に整地された部分を確認した。東側の丘陵は西側の丘陵とは機能が

異なるものの、沢状地形も併せた形で館跡に取り込まれていると考えられる。

　出土した遺物のほとんどは近世以降の陶磁器であるが、平坦部の第１トレンチから鉄製品、段築部

の第３トレンチから中世に属すると思われる土器甕、東側丘陵頂部の第７トレンチからは瓦が出土し

た。

９　所見

ａ　遺跡の種類

　土木造成の規模・形態から中世に属する城館跡の一部と推定される。

ｂ　遺跡の範囲と工事区域

　今回調査した北側の工事区域（5,650㎡）は全範囲が遺跡である。また地形観察や踏査の結果から

国道南側の和田公園が主郭と考えられ、今回調査できなかった南側の工事区域（950㎡）も連続する

遺跡の一部であるため、工事区域内の遺跡面積は北側及び南側を併せた6,600㎡となる。これは現国

道が開削されるまでは鞍部としてつながっていたという付近住民の話と合致する。

ｃ　発掘調査時に予想される遺構・遺物

　遺構は中世城館に伴う郭・段築等の土木造成に係る遺構の他、掘立柱建物跡・柵列・土坑等が検出

すると推測される。遺物は土器類の他、当該期の国産及び中国産陶磁器、鉄製品等が出土すると思わ

れる。

第50図　黒沼下堤下館跡位置図

黒沼下堤下館跡
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第３章　調査の記録

第52図　黒沼下堤下館跡基本層序図

第51図　黒沼下堤下館跡推定範囲図

0 　50ｍ

上部平坦面

段築

Ⅲ層造成土（30㎝）

Ⅳ層旧表土（30㎝）

Ⅴ層漸移層（10㎝）
Ⅵ層地山

Ⅰ層表土（10㎝）

Ⅱ層（15㎝）

平坦面（郭）の削平

自然地形（斜面）の埋め殺し

平坦面の造成

切岸状の削平

第３トレンチ段築部分概念図
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　　第２節　遺跡確認調査
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　　第２節　遺跡確認調査

黒沼下堤下館跡

遺跡近景（南東から）

黒沼下堤下館跡

第３トレンチ

段築検出状況（東から）

黒沼下堤下館跡

第５トレンチ

柱穴様ピット検出状況

（南から）
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第３章　調査の記録

（３）一般国道13号神宮寺バイパス建設事業

　北楢岡中野遺跡

１　遺跡所在地　　　　　　大仙市北楢岡字中野184外

２　確認調査期間　　　　　平成21年11月30日～12月４日

３　確認調査対象面積　　　13,000㎡

４　工事区域内遺跡面積　　  8,900㎡

５　要本発掘調査面積　　　  8,900㎡

６　遺跡の立地と現況

ａ　立地

　遺跡はＪＲ奥羽本線神宮寺駅より約4.3㎞北西に位置し、西流する雄物川の右岸に形成された河岸

段丘上にある。遺跡は旧水田や微高地上に立地し、その標高は19～20ｍである。調査区の東側には奥

羽本線が走り、南東側には雄物川の残存湖である大浦沼がある。南側には神宮寺岳がそびえている。

ｂ　現況

　遺跡は国道13号線に沿って東西方向に広がっている。今回の調査対象範囲は道路の拡幅部分で、調

査対象範囲西側のＡ区は旧水田、Ｂ区は旧水田と微高地となっている。東側のＣ区も旧水田と微高地

で、中ほどの一部が谷地となっている。各区とも調査区内に農道が通る。

７　確認調査の方法

　調査はトレンチを設定して行った。トレンチは南北に細長い拡幅部分の中央を南北の基線とし、地

形や遺構・遺物の検出状況等を勘案しながらそれに直交する東西方向にも設定した。トレンチは計35

本を設定した。

　トレンチの幅は約1.5ｍで、重機で掘り下げた後に確認面及びトレンチ壁面を精査し、遺構・遺物

の有無を確認した。トレンチ内で出土した遺物については、位置と層位を記録して取り上げ、遺構プ

ランは実測・写真撮影を行った。

　確認調査における試掘面積は1,135㎡で、調査対象面積の約8.7％に相当する。

８　確認調査の結果

ａ　層序

　各トレンチの土層観察から遺跡の基本層序は次の通りである。　　　　　　　　　　　　

  下記の土層の記述はＣ区北側の狭い微高地（「Ｇ」周辺）の堆積状況をベースにしたものである。

ここでは第Ⅱ層の残り具合が良く、この層の上面から竪穴状遺構が掘込まれているのを確認した。

　第Ⅰ層　灰黄褐色土（10YR5/2）　耕作土。層厚24㎝前後。

　第Ⅱ層　褐灰色土（10YR5/1）　遺構確認面。層厚28㎝前後。

　第Ⅲ層　黄褐色土（10YR5/8）　地山漸移層。層厚９㎝前後。

　第Ⅳ層　にぶい黄褐色土（10YR5/4）か黄褐色土（10YR6/6）　地山。層厚６～44㎝以上。  

　Ｂ区中央～北側の微高地では、第Ⅰ層が南から北方向に向かって厚くなる。「Ｄ」地点の「第Ⅰ'

層」は良く締まっている黄褐色土で、この地点のみに見られ、層厚27㎝である。カマド状遺構や柱穴

様ピット等は第Ⅱ層上面で確認した。

　Ａ区北端側、Ｂ・Ｃ区南側の旧水田（同「Ａ」、「Ｂ」、「Ｈ」周辺）では第Ⅱ層、第Ⅲ層は確認でき
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　　第２節　遺跡確認調査

ず、遺構は地山面で検出した。この辺の地山の色はオリーブ灰色土（2.5GY5/1）である。第Ⅱ層、

第Ⅲ層は水田造成等で削平されたものであろう。

ｂ　検出遺構と出土遺物

　遺構と遺物はＡ区北端部とＢ区・Ｃ区の旧水田や微高地で確認した。遺構の種類と数は、竪穴状遺

構１基・土坑２基・カマド状遺構４基・焼土遺構６基・溝跡５条・性格不明遺構１基で、他に柱穴様

ピット29基である。

　遺物は平安時代の土師器の他に、中世の陶磁器がＣ区南側の柱穴様ピットから出土している。ま

た、弥生時代の土器、石器、時代不明の下駄も出土している。

９　所見

ａ　遺跡の種類

　土師器の年代や柱穴様ピットの存在から平安時代の掘立柱建物跡で構成される集落跡と推定され

る。また、カマド状遺構のまとまりが数箇所に分散したり、柱穴様ピット群が存在することから、中

世の集落跡と推定される。

ｂ　遺跡の範囲と工事区域

　今回の確認調査では細長い範囲から遺構・遺物を確認した。工事区域内で本発掘調査が必要な範囲

は、Ａ区の北端部とＢ区・Ｃ区の区域である。

ｃ　発掘調査時に予想される遺構・遺物

　遺構は、平安時代の土坑や掘立柱建物跡の他、中世のカマド状遺構や掘立柱建物跡が検出されると

考えられる。

　遺物は弥生時代の土器・石器、平安時代の土師器の他、中世の陶磁器や木製品が出土すると思われ

る。

第55図　北楢岡中野遺跡位置図

北楢岡中野遺跡
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第３章　調査の記録

第57図　北楢岡中野遺跡基本層序図

第56図　北楢岡中野遺跡推定範囲図
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　　第２節　遺跡確認調査

第58図　北楢岡中野遺跡確認調査結果図
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第３章　調査の記録

第59図　北楢岡中野遺跡要本発掘調査範囲図
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　　第２節　遺跡確認調査

北楢岡中野遺跡

第13トレンチ

焼土遺構検出状況

（北から）

北楢岡中野遺跡

第19トレンチ

カマド状遺構検出状況

（西から）

北楢岡中野遺跡

第22トレンチ

土坑・柱穴様ピット

検出状況（北から）
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第３章　調査の記録

（４）一般国道13号院内道路建設事業

　臼館跡

１　遺跡所在地　　　　　　秋田県湯沢市下院内字焼山18

２　確認調査期間　　　　　平成21年10月26日～11日４・16・17日

３　確認調査対象面積　　　7,000㎡

４　工事区域内遺跡面積　　7,000㎡

５　要本発掘調査面積　　　7,000㎡

６　遺跡の立地と現況

ａ　立地

　遺跡はＪＲ院内駅から東へ約1.1㎞、国道13号線から南へ約0.1㎞の標高約170～187ｍの奥羽山脈か

ら突き出した丘陵裾野に位置し、雄物川が遺跡の北約0.1㎞を北東へ向かい流れている。遺跡の北西

約0.9ｍには同じく中世城館の法領館跡がある。また西約2.1㎞には縄文時代の国指定である岩井洞遺

跡がある。

ｂ　現況

　杉を主体とする山林であったが伐採済みである。

７　確認調査の方法

　調査は地形等を考慮し、平坦面や緩やかな傾斜地を中心にトレンチを合計21本設定し、人力で掘削

した。トレンチの幅は基本的に1.5ｍであるが、部分的に拡張し、確認面及びトレンチ壁面を精査

し、遺構・遺物の有無を確認した。トレンチ内で出土した遺物については平面位置と層位を記録して

取り上げるとともに、遺構プランは実測・写真撮影を行った。

　確認調査における試掘面積は406㎡で、調査対象面積の5.8％に相当する。

８　確認調査の結果

ａ　層序

　　各トレンチの土層観察から、遺跡の基本層序は次の通りである。

　第Ⅰ層　　黒～黒褐色土（10YR2/1～2/3）　表土。腐葉土層。層厚５～20㎝。

　第Ⅱａ層　黒褐～暗褐色土（10YR2/3～3/4）　層厚３～60㎝。底部より縄文土器・石器出土。

　第Ⅱｂ層　黒褐色土（10YR2/3）　火山灰塊・粒含む。層厚10～15㎝。

　第Ⅱｃ層　暗褐色土（10YR3/3）　地山塊含む。層厚15～20㎝。

　第Ⅲ層　　黒～黒褐色土（10YR2/1～3/1）　層厚10～30㎝。遺構確認面。縄文土器・石器出土。

　第Ⅳａ層　褐～黄褐色土（10YR4/4～5/8）　地山。遺構確認面。

　第Ⅳｂ層　黄褐色粘土（10YR5/8）　地山。

　調査区西側斜面では、畑地を造成した際に部分的に地山まで掘削されているが、Ⅲ層が厚く堆積し

ている箇所もある。また北東より続く尾根部である調査区南側では、Ⅱ・Ⅲ層を確認できる箇所が少

なくⅠ層が薄く堆積していた。畑地を設ける際に掘削したと思われる。一方、平坦面である調査区東

側では、堆積状況が良好で、遺物はⅡ層底部とⅢ層中より出土し、遺構確認面もⅢ層上面とⅣ層（地

山）上面で二面の生活面が考えられる。
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　　第２節　遺跡確認調査

ｂ　検出遺構と出土遺物

　遺構は、径0.5ｍ・深さ0.24ｍの土坑５基、幅0.2ｍ・深さ0.1ｍの溝跡５条、柱穴様ピット26基等

が主に地山面で、一部黒褐色土上面でも確認している。

　遺物は、縄文時代の土器や石器が、第３・４トレンチを中心に、暗褐色土層底部や黒褐色土層から

中コンテナで２箱出土している。

９　所見

ａ　遺跡の種類

　縄文時代の小集落と、中世城館跡の複合遺跡と推定される。

ｂ　遺跡の範囲と工事区域

　工事区域内の遺跡の範囲は、比較的平坦で緩やかな台地状の地形と、尾根及び沢地の高低差約30ｍ

の比較的傾斜のある地形で、現況でも人工的な複数の平場が確認できる。

ｃ　発掘調査時に予想される遺構・遺物

　遺構は、縄文時代の土坑・フラスコ状土坑・柱穴様ピット、中世城館跡の造成面や柱穴様ピット等

の検出が予想される。また遺物は、縄文時代の土器や石器、中世の陶磁器や鉄製品等の遺物が中コン

テナで15～20箱程度出土すると思われる。

第60図　臼館跡位置図

臼館跡
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第３章　調査の記録

第62図　臼館跡基本層序図

第61図　臼館跡推定範囲図
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　　第２節　遺跡確認調査

第63図　臼館跡確認調査結果図
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第３章　調査の記録

第64図　臼館跡要本発掘調査範囲図
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　　第２節　遺跡確認調査

臼館跡

遺跡近景（西から）

臼館跡

第５トレンチ

土器出土状況（東から）

臼館跡

第６トレンチ

土坑検出状況（西から）
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第３章　調査の記録

（５）国道46号角館バイパス建設事業

　月見堂館跡

１　遺跡所在地　　　　　　秋田県仙北市角館町雲然字山口69－１外

２　確認調査期間　　　　　平成21年10月１日～９日

３　確認調査対象面積　　　12,000㎡

４　工事区域内遺跡面積　　12,000㎡

５　要本発掘調査面積　　　  1,500㎡

６　遺跡の立地と現況

ａ　立地

　遺跡はＪＲ角館駅から西へ約3.3㎞、国道46号線から南へ約250ｍの標高約60～120ｍの独立した丘

陵に位置する。玉川の支流入見内川が遺跡の北を東へ抜けて、南方へと湾曲して流れている。遺跡の

南には同じく中世城館の田中館跡が、東側には縄文時代晩期の山口遺跡が隣接している。 

ｂ　現況

　調査対象地及び周辺は雑木林であるが、調査対象地は伐採済みで、東側には水田や畑が広がる。

７　確認調査の方法

　調査は地形及び雑木や切り株などを考慮し、計７本のトレンチを設定し、人力で掘削した。トレン

チの幅は基本的に１ｍであるが、部分的に拡張し、確認面及びトレンチ壁面の精査を行って、遺構・

遺物の有無を確認した。トレンチ内で出土した遺物については位置と層位を記録して取り上げるとと

もに、遺構プランは実測・写真撮影を行った。

　確認調査における試掘面積は200㎡で、調査対象面積の1.7％に相当する。　

８　確認調査の結果

ａ　層序

　各トレンチの土層観察から、遺跡の基本層序は次の通りである。

尾根部

　第Ⅰａ層　暗褐色土（10YR3/3）　表土。層厚５～20㎝。

　第Ⅱａ層　褐色～暗褐色土（10YR4/6～3/4）　層厚10～30㎝。

　第Ⅳａ層　明黄褐色～黄橙色土（10YR6/6～7/8）　層厚12～40㎝以上。直上で剥片石器が出土。

　第Ⅳｂ層　明褐色土（7.5YR5/6）　層厚20㎝以上。

　第Ⅳｃ層　浅黄色～にぶい黄橙色岩盤（10ＹＲ8/3～7/3）　層厚20㎝以上。

裾部

　第Ⅰｂ層　黒褐色土（10YR2/2～2/3）　表土。層厚５～15㎝。

　第Ⅰｃ層　黒褐色土（10ＹＲ2/3）　表土。地山粒含む。層厚８～15㎝。肥前磁器片が出土。

　第Ⅱｂ層　黒色土（10YR1.7/1）　層厚26㎝。

　第Ⅱｃ層　黒褐色～暗褐色土（10ＹＲ2/3～3/3）　層厚20～40㎝。

　第Ⅱｄ層　黒褐色土（10YR2/3）　炭化物粒・地山粒含む。層厚14～35㎝。

　第Ⅲｃ層　黒褐色土（10YR2/2～2/3・3/1）　遺構確認面。地山粒含む。層厚７～60㎝。

　第Ⅲｄ層　黒褐色土（10YR3/2）　地山粒含む。層厚15㎝以上。
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　　第２節　遺跡確認調査

　第Ⅳｄ層　にぶい黄褐色～にぶい黄橙色土（10YR5/4～6/4）　遺構確認面。層厚５～40㎝以上。

　尾根部では、Ⅰ・Ⅱ層が地形に沿って比較的薄く堆積していた。裾部では、地山（Ⅳ層）面が西側

から東側にかけて緩やかに傾斜しているのが確認できる。

ｂ　検出遺構と出土遺物

　遺構は裾部の第３～５トレンチに集中している。地山面での確認が大部分であるが、第５トレンチ

の壁面ではⅢ層上面から掘り込まれている柱穴様ピットを確認した。柱穴様ピットは約40基で、径

0.2～0.3ｍ・深さ0.15～0.4ｍ、溝跡は３条で、幅0.4ｍ・深さ0.15ｍの比較的大きな溝跡と、幅0.15

ｍ・深さ0.05ｍの溝跡が切り合っている状態を確認した。これらは中世の城館跡に関連する遺構と考

えられる。

　遺物は第１トレンチ地山上面から剥片石器１点、第７トレンチ表土中から18世紀の肥前磁器片が１

点出土したのみである。

９　所見

ａ　遺跡の種類

　中世城館跡の一部、及び縄文時代の遺物散布地が推定される。

ｂ　遺跡の範囲と工事区域

　工事区域内で本発掘調査が必要な範囲は、調査対象区東側斜面裾に位置する傾斜地で、遺構が確認

できた1,500㎡である。

　上記以外の西側尾根部は平坦面も少なく、遺構がないことや、遺物も剥片石器１点のみの出土であ

ることから、本発掘調査の対象範囲から除外した。

ｃ　発掘調査時に予想される遺構・遺物

　遺構は、中世の溝跡・土坑・竪穴状遺構・柱穴様ピット等が検出されると考えられる。

　遺物は、中世の土器や陶磁器・木製品、縄文時代の土器や石器が中コンテナで５箱程度出土すると

思われる。

第65図　月見堂館跡位置図

月見堂館跡
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第３章　調査の記録

第67図　月見堂館跡基本層序図

第66図　月見堂館跡推定範囲図
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　　第２節　遺跡確認調査

第
68

図
　

月
見

堂
館

跡
確

認
調

査
結

果
図



－ 72 －

第３章　調査の記録
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　　第２節　遺跡確認調査

月見堂館跡

遺跡遠景

立木の伐採が行われて

いる範囲（東から）

月見堂館跡

第３トレンチ

溝跡検出状況（南から）

月見堂館跡

第５トレンチ

柱穴様ピット検出状況

（東から）
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